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伊藤円くん、福くん(鹿角市) 

ビビリな性格だけど好奇心

旺盛な2匹のツインメンズ

♡♡♡

絵本は5分ほどで楽しめる一編の映画のようなもの。大人の
心にも響く素敵な絵本をご紹介します。

「おはなしの森」所属。図書館や保育園、小学校

などで読み聞かせ活動を行なっています。
文／湯本香樹実　絵／はたこうしろう

出版社／講談社

『あなたがおとなになったとき』

　「人生はおもいがけないものでいっぱいの森　その森のおくふ

かくにふみこんでゆく」　

　子供の頃、大人になった自分を誰もが一度は頭に描き、わくわく

したり不安を抱いたりしたことがあると思います。この本は「あなた

がおとなになったとき」というメッセージで各ページが綴られてい

きます。はたこうしろうさんの爽やかな色遣いと湯本香樹実さんの

流れるように語られる言葉にひきこまれていきます。　

　これから新しい一歩を踏み出す若者にもおすすめの絵本ですが、

「今」を見つめる大人にぜひ手に取っていただきたい一冊です。

【この絵本を紹介してくれた人】 池島未和さん

【お話ししてくれた人】
助産院イスキア　助産師・IBCLC　菅原光子さん
090－6254－7673
産前産後の支援から性教育まで、幅広く活動しています。

育児の役割分担
子育て中の一人時間

　私がパーソナリティをしている「かだる!! 

子育てラジオ」で、「育児分担」をテーマ

にゲストをお呼びしてお話を聴きました。

父親と母親の役割分担をしっかり決めるの

ではなくて、臨機応変に対応している様子

が聞かれました。夫婦お互い様という尊重

の気持ちが、やはり大切ですね。とは言っ

ても、育児休暇中の母親は一人時間がもて

ません。父親も仕事して帰ったらひと休

み・・・とはいかず、愛おしい我が子とはいえ、

ちょっとだけ一人時間が欲しいなあと思う

ことはありませんか？　ゆっくりお風呂に

はいりたい。ごはんもゆっくり食べたい。

しっかり寝たい。たまには手の込んだ料理

を作りたい。お部屋のお掃除もしたい。美

容院に行きたい。趣味の時間も欲しい・・・。

授乳中の時期であれば、父親に預けて 1 時

間ほどゆっくり買い物するだけでも、母親

は気分転換できます。父親には 1 カ月に 1

日フリーデイを作ったりすることもあるよう

です。夫婦共仕事をしながらの子育てなら、

休みの日は子どもといる時間を思いっきり

楽しもうと思う反面、時には一人時間が欲

しいなあと思うこともあるでしょう。気持

ちに余裕がなくなると、お互いイライラす

ることも必ずやあります。そんな時は「今、

何をしたい？」って語ることはどうでしょ

う？　気持ちのリセットはとても大切です。

多くの時間でなくても、ひと時の自分時間

を楽しむことで、夫婦関係の緊張が解けた

り、育児するエネルギーにもなったりする

のではと思います。

イラスト：さわたのりこ

～後編～
2021年
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花で笑顔を咲かせたい

④

 　「注文した人も受け取った

人も、笑顔になるような花を

届けたいと思って取り組んで

います。」と話すのは、鹿角

市花輪にある花屋「florist 

花まん」の代表を務める阿部純一さん。

　花屋に生まれた阿部さんは、東京の花専門学校でフラワー

デザインを専攻。ヨーロピアンフローリストの第一人者、レ

ン・オークメイドに師事し、必死に技術習得のために取り組

んだそうです。卒業後に鹿角へ戻った後も毎月東京へ通い、

2001 年に東北で初の CEF ヨーロッパ オランダ フラワーデザ

イナー国際ライセンスを取得しました。その後、全国で開催

されるコンテストにも精力的に参加。感性や技術を高く評価

され数々の賞を受賞し、全国にその名を馳せるようになりま

した。2008 年に北秋田市で開催された全国植樹祭では、天皇

皇后両陛下の

テーブル花装飾

を担当。県内生

産のバラやかす

み草、摘果した

青りんごなどを

自作の秋田杉の

器に生け、行事

に彩りを添えま

した。

　花屋といえば誰かに贈るために利用するイメージが強

いですが、コロナ禍の影響もあってか、昨今は自分のた

めにと購入する方が増えたそうです。

　「皆さんがうちの花で笑顔になってもらえることが嬉

しいです。もちろん１本や２本の購入も大歓迎ですし、

最近は男性のお客様も増えています。コロナが落ち着い

たらまた花のイベントがしたいですね」。

　もっと日常で花に触れるきっかけを増やしたいと、こ

れまで店舗で写真展やイラスト展、アコースティックラ

イブなどを開催してきた阿部さん。動物愛護にも関心が

あり、動物好きな方が集う場所にもしたいそうです。同

店のインスタグラムアカウントには看板犬のまきお。く

んと看板猫のオセロちゃんも登場します。

　「鹿角で花屋の仕事をして 25 年。この仕事を辞めたい

と思ったことは一度もありません。大変なことも多いで

すが、花を見たり触ったりすることで気持ちが豊かにな

ります。その場

に一輪あるだけ

で、会話が生ま

れることがあり

ますし、花は悲

しい時も嬉しい

時も寄り添って

くれます。たく

さんの人にそれ

を伝えられる幸

せな仕事だと思

います」と強く

語ってくれまし

た。

Florist　花まん

代表取締役　阿部  純一さん
あ べ   じゅんいち

阿部さんと看板猫のオセロちゃん

Florist 花まん
〒018-5201
秋田県鹿角市花輪字六月田54-2
https://hana-man.com
Instagram @florist_hanaman


